












The Possibility of Active Learning by the Flipped Classroom Model: 
 Through the Class of the Teacher-training Course on Utilize ICT 
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新しい内容の説明 30～45分 個別の実習や実験など 75分
個別の実習や実験など 20～35分
従来の授業 反転授業























操作性も非常に良く，Flash，QuickTime ，Windows Media Video (WMV)，MPEG4，AVI，GIF，










図 5 初等情報機器活用論での反転授業の展開 
 
 授業終了前 20 分になると Webclass に予めセットしてある確認テストを行い，Web 上で提出さ
せて授業を終えた。授業後の出欠確認も確認テストで行い，同時にコメントをつけた評価を行った。
確認テストと振返りシートはそれぞれ 5 点ずつの配点をして，平常点として Webclassで集計でき
るので，非常に便利である。完全習得学習の最終的な仕上げはこの確認テストと言える。 
 初等情報機器活用論の学習内容は小・中学校の校務管理で良く用いられる実務的な Excel(word






      図 6 LCによる授業            図 7 Wiviaによる最終課題の検討会 











た。松下が示した学習の能動性（図 1）の Aに値する学習ができたと確信する。 
図 8は Excelの集計機能を持ったルーブリック表である。このシートを作品の一番前にセットし，
それぞれの評価項目について各自の工夫点等を記入させ提出させた。 



















図 8 最終課題のルーブック評価 
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 最終課題は 70 点満点を 4
段階に標準化したものである。 




したものである。例えば Q5 の回答は時間で回答させているが，2 時間程度を「①すべて良くでき
た。」の表現で集計している。 
図 10から考えられることは，Q5，Q6，Q7を除いて他の集計結果は良く似た傾向を示している。




図 9 反転授業方式に関するアンケート 
初等情報器活用論 反転授業方式に関するアンケート 
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Q1 自宅のパソコンで，Webclassのビデオが閲覧できましたか。 回答は回答欄へ 
 ① 良くできた。       ③ あまりできなかった。    
② 十分ではないができた。  ④ 全くできなかった。   
Q2 事前学習（予習）はできましたか。 
 ① 良くできた。       ③ あまりできなかった。    
② 十分ではないができた。  ④ 全くできなかった。                     
Q3～Q5までは Q2で①～③と回答した人，Q6からは全員回答して下さい。 
Q3 事前学習（予習）方法は，どのよう方法を用いましたか。 
 ① 主としてビデオを用いた。    ③ 主としてテキストを用いた 
② ビデオとテキスト両方を用いた。 ④ その他の教材を用いた。 
Q4 事前学習（予習）は主にいつごろ行いました。 
 ① 前日の夜         ③ 前々日 
② 前日の昼間        ④ 当日の午前中              
Q5 事前学習（予習）に用いた時間はどの程度ですか。 
 ① 2時間程度        ③ 30分程度 
② 1時間程度        ④ 30分以下   
Q6 反転授業方式（事前学習）をもとにした学生主導の授業について答えて下さい。 
① 授業内容が非常に良く理解できた。  ③ あまり理解できなかった。        
② ある程度理解できた。          ④ ほとんど理解できなかった。   
Q7 LCとして授業をリードした時のことについての感想を答えて下さい。 
① 準備は大変だったがうまくリードできた。 ③ あまりリードできなかった。 
② ある程度リードできた。        ④ ほとんどリードできなかった。 
Q8 ペア，グループ学習について答えて下さい。 
① ペア，グループ学習が良くできた。 ③ あまりできなかった。      
② ある程度できた。         ④ ほとんどできなかった。       
Q9 確認テストについて答えて下さい。 
① 確認テストは良くできた。     ③ あまりできなかった。    





















































よると，当然のことながら Q1 と Q2 の
相関は高い。  
最終課題の結果と Q1の相関も高い。        図 10 アンケート結の集計グラフ 
また，事前学習時間が他の項目との間の関係性が弱いことがわかる。      
                      
図 11 アンケートの主な質問と平常点，最終課題得点の主成分分析 
 
 アンケート項目の中で関連すると考えられる質問（変数）を Q1，Q2，Q5，Q6，Q9 と平常点，













できなかった あまり できた 良くできた
 最終課題得点に絞り，分析をおこなった。主成分 1 は 2.856253 と固有値が高いことから重要度も
高いと言える。主成分 1は反転授業を進めるための総合力を示しており，授業改善のためこれらの
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Flipped classroom is not only increase the active property as active learning, it has the potential to lead 
to deeper learning. In this paper, through the teaching of the "Syotojyohokikikatuyoron" by the flipped 
classroom method it began in 2014, it was decided to study with the possibility of a flipped classroom.  
This study can incorporate the teaching of both full mastery type and higher capacity learning , it 
revealed that deepen the quality of learning by active learning .In addition , knowledge and skills by learning 
in advance by the video is per body , the aim of learning is found to be easier to achieve 
 
 
